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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籬

　
　
　
外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
な
ぎ
な
た

　

本
校
で
は
以
前
、
武
道
の
授
業
は
男
女
と
も
相
撲
を
選
択
し
て
い
た
。

会
津
地
区
で
は
、
中
体
連
の
大
会
と
し
て
の
相
撲
競
技
が
盛
ん
で
あ
り
、

武
道
の
授
業
で
相
撲
に
興
味
を
持
っ
た
生
徒
が
特
設
相
撲
部
（
大
会
出
場

の
た
め
の
臨
時
の
相
撲
部
）
に
入
部
し
、
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
も
多
く
、

授
業
と
部
活
動
と
の
相
乗
効
果
が
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
校
に
は

土
俵
が
な
く
、
相
撲
の
醍だ
い

醐ご

味み

で
あ
る
土
俵
際
で
の
攻
防
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
こ
と
や
、
女
子
生
徒
の
相
撲
へ
の
抵
抗
感
が
大
き

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
代
案
を
模
索
し
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
武
道
の
必
修
化
を
機
に
「
な
ぎ
な
た
」
を
選
択
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
案
が
浮
上
し
た
。
会
津
は
、
平
成
７
年
の
ふ
く
し
ま
国

体
に
お
い
て
、
な
ぎ
な
た
競
技
の
会
場
に
な
り
、
そ
れ
を
機
に
な
ぎ
な
た

競
技
が
盛
ん
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
本
校
の
体
育
館
は
そ
の
会
場
に
も

福
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業
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な
ぎ
な
た
を
授
業
に
導
入
す
る
際
、

本
校
の
保
健
体
育
科
教
員
に
な
ぎ
な
た

経
験
の
あ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
福
島

県
な
ぎ
な
た
連
盟
理
事
長
兼
会
津
な
ぎ

な
た
連
盟
会
長
の
山
本
和
子
先
生
が
市

内
に
在
住
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
教

え
、
後
継
者
の
育
成
・
選
手
養
成
に
力

を
注
い
で
お
ら
れ
た
。
本
校
の
な
ぎ
な

た
部
員
も
そ
の
ス
ポ
少
に
所
属
し
、
山

本
先
生
の
指
導
を
受
け
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
生
徒
も
多
く
い
た
。
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今
後
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外
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指
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活
用
に
つ
い
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外
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指
導
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用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

全
へ
の
配
慮
な
ど
を
主
に
担
っ
た
。

　

指
導
対
象
は
、
平
成
24
年
度
は
１
年

生
の
み
、
平
成
25
年
度
は
１
・
２
年
生

と
し
、
２
年
間
で
履
修
す
る
計
画
で
実

施
し
た
（
男
女
共
修
）。

⑴　

全
体
の
指
導
計
画

　

指
導
計
画
作
成
に
あ
た
り
、
会
津
な

ぎ
な
た
連
盟
と
学
校
関
係
者
に
よ
る
授

業
実
践
委
員
会
を
設
置
し
、
事
前
の
諸

準
備
や
授
業
案
の
検
討
、
事
後
の
検
証

等
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
予
備
知
識
な
し
で
指
導
は
で

き
な
い
た
め
、
初
年
度
は
、
会
津
な
ぎ

な
た
連
盟
主
催
の
指
導
者
研
修
会
に
保

健
体
育
科
教
員
が
参
加
。
さ
ら
に
、
地

域
の
指
導
者
と
の
事
前
打
合
せ
を
可
能

な
限
り
行
い
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
よ

う
努
力
し
た
。

　

な
お
、
指
導
計
画
例
と
し
て
、
本
校

保
健
体
育
科
の
宗
田
昌
史
教
諭
が
作
成

し
た「
単
元
構
造
図
」「
単
元
計
画
」を
、

資
料
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
の
で

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　

指
導
上
の
注
意
点

　

な
ぎ
な
た
部
員
以
外
の
生
徒
は
、
授

業
で
初
め
て
な
ぎ
な
た
に
触
れ
る
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

武
道
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
さ
ら
に

剣
道
や
柔
道
に
比
べ
て
認
知
度
の
低
い

「
な
ぎ
な
た
」
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

た
の
か
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
な
背
景

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
冬
期
間
の
実
施
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
の
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
実
施
し
、
健
康
・
安
全

と
学
習
意
欲
の
喚
起
に
配
慮
し
た
。

　

指
導
内
容
の
中
心
は
演
技
競
技
の

「
形
」
に
お
き
、
基
本
動
作
を
踏
ま
え

た
一
連
の
動
き
が
で
き
、
二
人
一
組
に

よ
る
気
剣
体
の
一
致
を
意
識
し
た
打
突

と
受
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
。

⑶　

指
導
の
実
際

　

指
導
時
数
は
１
・
２
年
と
も
６
時
間

ず
つ
と
し
、
な
ぎ
な
た
の
歴
史
や
礼

法
、
基
本
動
作
、
形
の
習
得
を
中
心
に

指
導
す
る
こ
と
と
し
た
。
用
具
の
な
ぎ

な
た
は
、
連
盟
の
も
の
を
毎
時
間
借
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
人
一
本
ず
つ
使

な
り
、
選
手
強
化
の
た
め
に
な
ぎ
な
た
部
も
そ
の
時
創
設
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

性
別
を
問
わ
ず
に
取
り
組
め
る
こ
と
、
地
域
（
本
校
）
に
所
縁
の
深
い

競
技
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
24
年
度
よ
り
な
ぎ
な
た
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
の
事
業
で
あ
る
「
武
道

等
指
導
推
進
事
業
」
を
受
け
、
地
域
の

優
秀
な
外
部
ス
ポ
ー
ツ
人
材
を
武
道
授

業
の
指
導
者
と
し
て
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
、
武
道
の

特
性
に
触
れ
る
学
び
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
切
望
し
、
実
現
に
至
っ
た
。

　

教
員
自
身
が
初
め
て
体
験
す
る
競
技

で
あ
っ
た
た
め
、
山
本
先
生
が
Ｔ
１
と

し
て
前
面
に
出
て
指
導
を
行
い
、
保
健

体
育
科
教
員
は
Ｔ
２
と
し
て
、
山
本
先

生
の
助
言
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
生

徒
へ
の
個
別
支
援
、
用
具
の
配
付
、
安
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授業の展開
会津なぎなた連盟から 60本を借用して授業を展開し、全員が積極的に活動することができた
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武道『なぎなた』単元構造図

おもしろさ・楽しさ
【達成感】

「やろうとする意志」
【習得】【探究】

自己
マネジメント力
【主体的実践力】

人的環境の整備：より専門的な見地に立った実践
指導と生徒が安心して活動できる環境整備

物的環境等：なぎなたの準備や体育館配当の配慮

個 

人

環
境

伝
統
的
な

価
値
観

他
者
の
尊
重

他
者
か
ら
の
支
援

文化の理解・生涯スポーツへの意識
【自己実現・自己成長】

福島県会津若松市立第二中学校  

１ 単元構造図について 

  『楽しいなぎなたの授業　指導の手引』（財団法人全日本なぎなた連盟）に基づきながら、単元構造図を

作成した。単元構造図のねらいは次のとおりである。 

✲ 日本固有の文化である武道（なぎなた）の特性をより有機的に生徒に習得させるための整理 

✲ 学習内容の精選及びその系統性の保持 

✲ 学習内容及び目指す生徒像の明確化 

２ 単元の構造化 

３ 単元の構造図 

トンイポの業授要概の容内導指年学

第１学年   歴史と心構え 

・歴史的背景と本校OG選手の活躍 

・藩校日新館の教え 

・新島八重の教え 

  用具等の名称（なぎなたの構造） 
・安全に対する意識強化 

・特色のある名称の理解 

 基本動作 
・日常生活での姿勢の重要性 

・礼法の心構え 

・立礼と座礼の所作とその違い 

・構えの種類右手及び左手の位置 

・足のさばきと重心の移動 

   ＊姿勢（自然体） 

    ＊礼法（立礼・座礼） 

    ＊構え（中段・八相・脇） 

    ＊体さばき（送り足・歩み足など） 

技

・基本動作を踏まえた一連の動き 

・気剣体の一致を意識した打突と受け 

・相気の大切さと呼吸法 

    ＊連続技（二段技・三段技） 

  ＊形１本目・３本目・５本目 

（仕掛けと応じ） 

 第２学年  演技競技の審判の仕方 
・安全に配慮した場の設定 

・気剣体の一致を理解した有効打突の判定 

福島県会津若松市立第二中学校  

１ 単元のねらい 

  なぎなたの基本となる技能の習得と技の活用の仕方を身に付け、技能の程度に応じた練習を健康・安全に留

意し、互いに協力して、計画的に進んでできるようにする。 

２ 単元の目標 

技ができる楽しみや喜びを味わい、基本動作や基本となる技を習得する。 

（１）なぎなたに積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方や礼法を守り、健康・安全に

気を配ることができるようにする。 

（２）なぎなたの持ちかえ操作など、身体とともになぎなたを扱う基本の操作法を学び、相手との関係の中で技

を使えるようにする。 

（３）なぎなたの特性や成り立ち、伝統的な考え方、専門用語や技の名称、関連して高まる体力などを理解し、

課題に応じた運動の取り組み方を考え、判断して行動できるようにする。 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲 

・態度 

✲ なぎなたの学習の仕方を理解し、相手を尊重した態度でおこなうことができる。 

✲ 礼儀作法を正しく理解し、自律的な態度をとろうとする。 

✲ 用具や服装、練習場などの安全を確かめたり、練習をする上での安全に配慮しようとする。

 思考・判断 
✲ 基本動作を身に付けることができるよう、練習の中で打突の方法を身に付ける。 

✲ 仲間と協力して、技を教え合いながら取り組むことができる。 

 技   能 

✲ 基本的動作を正しく理解し、気剣体一致の技を身に付けることができる。 

✲ なぎなたの練習をとおして、特に瞬発力、筋力、全身持久力、調整力（巧緻性）などの体

力を向上させようと取り組むことができる。 

 知識・理解 
✲ なぎなたの特性や学習の進め方を理解し、日本の伝統文化について考えることができる。

✲ なぎなたの礼法について理解する。 

４ 指導計画 

時

数 
画計価評標目習学容内習学

１ 

＊オリエン 

テーション 

＊なぎなたの授業の意義を理解す

るとともに、その歴史や文化に

触れて関心意欲を高めよう。 

＊単元の見通しを持つことができる。 

【思考・判断】

＊歴史や文化について学ぼうとしている。 

【関心・意欲】

２ 

・ 

３ 

＊礼法及び 

基本動作の習得 

＊礼法を学び実践できる態度を養

おう。 

＊正しい構えと体さばきを身に付

けよう。 

 構え：中段・八相・脇 

 打ち方：振り上げ・側面打ち等

＊礼法の意味について理解し、正しい所作を身に

付けようとしている。 【知識・理解】【技能】

＊正しい構えや体さばきなどを身に付けようと

している。            【技能】

４ 

・ 

５ 

＊基本動作と連続

技、技の組み合

わせの習得 

＊八相の構えからの側面打ちやす

ね打ちを習得しよう。 

＊面・側面・すねを組合せての連

続技の習得と、その受け方を身

に付けよう。 

＊気剣体の一致で大きな声で正しく打つことが 

できる。             【技能】

＊互いに尊重し合い、教え合いながら技の習得に

向けて取り組むことができる。 

【関心・意欲】【思考・判断】

６ 

＊評価とまとめ ＊気剣体の一致に注意しながら、

一連の流れで形を発表しよう。

＊単元を振り返って、良かった点

や改善点をまとめよう。 

＊互いに協力し合い、気剣体の一致で正しい動作

で形を発表することができる。   【技能】

＊真剣に考え、単元を振り返っての反省をまとめ

ることができる。【関心・意欲】【思考・判断】

武道『なぎなた』単元計画
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用
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
学
習
場
所
は
体
育
館
で
あ
っ

た
が
、
11
月
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
時
に
音
楽
を
か

け
て
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
機
敏
に
集
合
す

る
訓
練
を
行
う
な
ど
、
寒
さ
対
策
に
も

配
慮
し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

１
年
生
で
は
一
斉
指
導
に
よ
る
基
本

動
作
の
習
得
を
中
心
に
学
習
し
た
。

　

２
年
生
で
は
『
楽
し
い
な
ぎ
な
た
の

授
業　

指
導
の
手
引
』（
㈶
全
日
本
な

ぎ
な
た
連
盟
発
行
）
か
ら
抜
粋
し
た
学

習
資
料
を
見
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
活
動

も
取
り
入
れ
て
学
習
し
た
。

　

本
県
な
ぎ
な
た
の
草
分
け
的
存
在
で

あ
り
、
現
在
も
指
導
の
中
心
と
な
っ
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
山
本
先
生
の
卓
越
し

た
す
ば
ら
し
い
指
導
力
に
よ
り
、
男
子

生
徒
も
な
ぎ
な
た
の
特
性
に
ふ
れ
な
が

ら
、
秩
序
と
規
律
を
守
り
な
が
ら
積
極

的
に
活
動
で
き
た
。
さ
ら
に
、
な
ぎ
な

た
を
通
し
て
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
姿

や
望
ま
し
い
人
間
像
を
提
示
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
。

　

授
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
単

位
時
間
の
生
徒
数
と
活
動
場
所
の
確
保

を
事
前
に
よ
り
細
か
く
調
整
し
、
学
習

内
容
の
定
着
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に

は
、
生
徒
数
（
１
・
２
年
生
合
わ
せ
て

226
名
）
に
対
し
て
、
外
部
指
導
者
が
来

校
し
て
教
え
て
い
た
だ
け
る
時
間
数
が

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
教
師
自
ら

が
な
ぎ
な
た
の
高
い
指
導
力
を
身
に
付

け
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
研
修
に

出
か
け
る
時
間
的
余
裕
を
生
み
出
す
の

は
現
実
の
問
題
と
し
て
困
難
で
あ
る
。

　

本
校
で
は
、
今
年
度
も
11
月
か
ら
山

本
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
な
ぎ
な
た

の
授
業
を
行
う
予
定
で
い
る
。
平
成

24
・
25
年
度
の
経
験
か
ら
、
改
善
で
き

る
こ
と
を
少
し
ず
つ
直
し
、
よ
り
充
実

し
た
学
習
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

指
導
者
で
あ
る
保
健
体
育
科
教
員
自

身
が
、
な
ぎ
な
た
に
つ
い
て
の
予
備
知

識
や
経
験
が
全
く
な
く
、
本
当
に
指
導

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
大
き
な
不
安

を
抱
い
た
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

っ
た
。

　

外
部
指
導
員
と
し
て
来
て
い
た
だ
い

た
山
本
先
生
が
、「
な
ぎ
な
た
は
、
な

ぎ
な
た
の
修
錬
に
よ
り
、
心
身
と
も
に

調
和
の
と
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
」
も

の
と
い
う
理
念
を
説
か
れ
、
技
能
を
身

に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
教
育
と

し
て
の
武
道
授
業
を
展
開
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
が
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

本
校
は
会
津
白
虎
隊
で
知
ら
れ
る
鶴

ヶ
城
に
大
変
近
く
、
武
士
道
精
神
の
継

承
に
相ふ
さ
わ応
し
い
環
境
と
い
え
る
。
武
道

選
択
種
目
と
し
て
「
な
ぎ
な
た
」
を
採

用
し
た
こ
と
で
、
生
徒
に
と
っ
て
有
意

義
な
授
業
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

授業後に行った生徒のアンケートより

武道に対する関心、意欲が高まった	 69％

技能が高まった	 74％

伝統的な行動や基本動作が身に付いた	 83％

正座をし、姿勢を正した状態で説明に聞き入る

なぎなたを通じた、人としてあるべき姿や、望ましい人間像を提示する山本先生
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